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（２）より、 P の上限は、 
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このときのV の値は、 

][m/s  100.2
2

100.1100.4

2

45





Rf

 

東西風u は領域の南端では [m/s]  0.15u 、 

領域の北端では [m/s]  0.10100
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したがって、相対渦度 は、 
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相対循環C は、 
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（ストークスの定理を用いて、相対渦度から計算してもよい。） 
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北緯 30 度における相対渦度を 、北緯 40 度における相対渦度を ' と

すると、絶対渦度の保存より、 
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コリオリ係数を f 、相対渦度を 、水平面の面積を Aとすると、絶対

循環の保存より、 
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